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アルカリ活性化されたアルミノケイ酸塩による 
セシウム溶液の不溶化処理

小出 南 1、 塩田 憲司 1、 藤森 崇 2†、 大下 和徹 1、 高岡 昌輝 1＊

【要　約】　アルカリ活性化されたアルミノケイ酸塩によるCs固定化機構や、Cs濃縮液を直接固化し廃棄体と
する際に生じる反応を明らかにするため、アルミン酸ナトリウム、水ガラス、CsCl溶液を用いて供試体を作
製し、環境庁告示第46号の溶出試験及びXRDによる結晶構造分析を行った。基本条件（Si/Al	=1.8、養生12
日間、Cs15％溶液添加）におけるCs溶出率は6.8％となった。基本条件からSi/Al比を変化させた場合、Si/Al
比が小さいほど溶出率は低下し（Si/Al	=1.5条件で5.1％）、Si/Al比が小さいほど非晶質構造によるCs不溶化
性能が高いとする先行研究と一致する傾向が得られた。基本条件から養生時間を変化させた場合、養生時間
が長いほど溶出率は低下し（60日間養生条件で1.7％）、基本条件から添加Cs溶液濃度を変化させた場合は
10％溶液添加条件で最も溶出率が低く4.0％となった。XRD分析から、Csを構造に含むゼオライトの生成に
よりCsの不溶化性能は向上するが、供試体中Csがそれらのゼオライトの構造に取り込まれる量を超えると
余剰分が溶出するため溶出率が高くなる可能性が考えられた。
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